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＊ 東京天文台 100 周年記念誌資料－その 3-27-1－ 東京天文台年表(昭和 24～34 年) 

筆者が引き継いだ東京天文台百年記念誌資料については、アーカイブ室新聞 346 号に「東

京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 1－」、349 号に「東京天文台 100 周年記念誌

作成時の資料－その 2－」、353 号に「東京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 3－」、

という記事を書いた。これらの資料は段ボール箱 3 個に入っていたので 1 箱目を－その 1

－、2 箱目を－その２－、3 箱目－その３－としたのである。これらの資料についてリスト

の身でなく、内容を具体的に紹介する記事を書き始めたが、順不同で筆者が興味深いもの

をかってにピックアップして書いている。今回は 3 箱目の最後の 48 項目について報告した

い。第 353 号のリストには、 

27．昭和 24 年～昭和 52 年と書かれた封筒 年表原稿 43 枚 

とある。アーカイブ新聞第 817 号（2015 年 6 月 5日）に「東京天文台百年記念誌資料Ⅲ-48

について」という記事を書いた。この時、この資料は非常に重要なので、全頁を掲載する

が量が多く大きなファイルになるので 4回に分けてアーカイブ室新聞第 817 号～第 20 号に

掲載した。ここでアーカイブ室新聞 353 号を見直してみると、この資料については、 

 21．明治元年～明治 45 年、大正元年～昭和 23 年、昭和 24 年～昭和 52 年と書かれた空

のファイルの入った封筒 

 27．昭和 24 年～昭和 52 年と書かれた封筒 年表原稿 43 枚 

 48．明治元年～明治 45 年と書かれた封筒：明治元年～明治 45 年の年表原稿 非常に重  

  要 

 が関係するもので、今回記事にしようとしているものが、27、昭和 24 年～昭和 52 年と

書かれた封筒 年表原稿 43 枚 であることが分かった。これはやはり年表原稿で、3 部

に分かれていて、今回の分が昭和 24 年～昭和 52 年の東京天文台の年表原稿であることが

分かり、これも非常に重要な資料である。 

 そこで、東京天文台百年記念誌資料を見直してみると、アーカイブ室新聞 349 号（2010

年 6 月 11 日）「東京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その２－」の中に 22 大正元

年～昭和 23 年と書かれた封筒 年表の原稿 39～84 ページという項があることがリストに

あることが分かった。これで東京天文台の明治元年から昭和 52 年までの年表の原稿が存在

していることが分かった。東京天文台 100 周年記念誌作成時に、1968 年(明治元年)～1977

年（昭和 52 年）の 109 年の年表原稿ができていたことになる。これがどのような形で出版

されたか、今の段階では明らかではない。もし出版されていないなら、今からでも出版し

たいと思う。東京天文台 100 周年記念誌資料のリストを作成した段階では、この資料の重

要さに気付かなかったが、これは担当者の大きな労作と言える。 



 今回は、その原稿をアーカイブ新聞 817 号～820 号と同様に原文の儘紹介しておきたい。 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 



 この号では、昭和 24 年から昭和 34 年までの 11 年間の年表を掲載した。事後には昭和 35

年分から掲載する。 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


